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1 サードプレイスとは何か？

　本稿では，人口減少と人材流動
化が進む時代に注目される“第 3
の場＝サードプレイス”の重要性
を述べたい。働く人にとって重要
な役割を果たす機能ゆえに，企業
人事部門にとっても理解が求めら
れるキーワードだろう。
　サードプレイスとは，アメリカ
の社会学者オルデンバーグが提唱
した概念※1 である。オルデンバ
ーグによれば，サードプレイスと
は，家庭（第 1の場）でも職場（第
2の場）でもない“第 3のとびき
り居心地のよい場所”を意味する。
例えば，イギリスのパブやフラン
スのカフェ，日本でいえば地元の
居酒屋のように，なじみに出会え
て，リラックスした時間を過ごせ
る場所のことである。こうした居
心地のよい場所は，ストレスの多
い現代社会にとって潤滑油の役割
を果たす。しかしオルデンバーグ
がアメリカ社会を観察したとき，
その特徴は自動車依存型の都市社
会であって，家庭（第 1の場）と
職場（第 2の場）を往復するだけ
の状態になっていた。つまり，都
市化によって，サードプレイスが

消滅していたのである。オルデン
バーグは，サードプレイスという
概念を改めて提唱することで，こ
うした状態に警鐘を鳴らしたの
だ。
　オルデンバーグはサードプレイ
スの特徴として，以下の 8つを挙
げている。①中立性，②社会的平
等性の担保，③会話が中心に存在
すること，④利便性があること，
⑤常連の存在，⑥目立たないこと，
⑦遊び心があること，⑧感情の共
有，である。この特徴を言い換え
ると，多様で異質な人々が，自分
の社会的立場を気にせず，気軽に
集まり交流できる場，と表現でき
るだろう。また，その交流からは
知識創造も期待できる。

2 日本のサードプレイス

　知識創造が期待できるサードプ
レイスは日本ではどのように展開
されているのだろうか。日本のサ
ードプレイスはマイプレイス型と
交流型に区分できるという研究※2 

がある。マイプレイス型とは，他
人を気にせず個人がのんびりと過
ごせる場を意味する。カフェで本
や雑誌を読む，パソコンやスマホ
をいじるなど，個人でのんびりと

過ごしている状態が，典型的なマ
イプレイス型の状況である。スト
レスの多い現代社会にとって，家
庭と職場から解放された時間であ
るマイプレイス型は，まさに潤滑
油の役割にあたる。しかしマイプ
レイス型では，他者との交流が発
生しない。そこで，本稿はマイプ
レイス型ではなく，交流型に注目
する。
　交流型のサードプレイスとは，
多様な人々が気軽に交流できるこ
とを目的に設計された場である。
例えば，高齢者の居場所づくりを
目的として壁面アート制作やコミ
ュニティカフェをつくる活動を
NPOと大学生が協働するサード
プレイスなどが典型的な例※3 で
ある。拙著※4 では，「港南台タウ
ンカフェ」を紹介させていただい
た。港南台タウンカフェは，横浜
市の港南台駅近くに位置してい
る。「cafeから始まるおもしろま
ちづくり」をキャッチフレーズに，
飲食，講座，展示，販売などのさ
まざまな取り組みを行い，多様な
地域の人が気軽に集える交流拠点
となっている。
　また都市型のサードプレイスと
しては，「3×3Lab」※5（さんさ
んらぼ， 3はサードプレイスを意
味）が有名だ。「3×3Lab」は大
丸有地区（大手町，丸の内，有楽
町）の知識・情報を活用し未来に
つなぐビジネスを創発することを
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目的としてつくられた。ビジネス
を創発する，つまり新しいアイデ
アを生み出すために，フューチャ
ーセッションやワールドカフェと
呼ばれる手法が使用される。フュ
ーチャーセッションやワールドカ
フェの手法には，対話の方法に工
夫を凝らすことで，多様な参加者
の異質性を尊重しつつ，その異質
性から新しい価値を紡ぎだしてい
く意図がある。
　このように日本では，交流型の
サードプレイスの存在が増加しつ
つある。そして，フューチャーセ
ッションやワールドカフェの実施
が典型例であるように，交流型に
おいては多様で異質な人々の交流
が知識創造に結びついている。
　では，働く人々や企業の人事部
にとって，交流型のサードプレイ
スはどのような意味を持つのであ
ろうか。

3 働く人々や企業にとっての
サードプレイスの意義

　実は，企業自身が交流型のサー
ドプレイスを創設する例もある。
拙著※6 では，「CO☆PIT」という，
企業が自社の施設内に創設した交
流型サードプレイスの例を紹介し
ている。「CO☆PIT」は，さまざ
まな企業の人が集まり対話を重ね
ることで，お互いに発想力を育み，
企業間での人材育成のイノベーシ
ョンを実現していくことを目的に

創設された。自社内にある空間が，
社外の価値を生み出すとは，一見，
突飛な発想かもしれないが，その
理念は，「CO☆PIT」を利用した
さまざまな企業の人々に浸透しつ
つある。
　なぜ，このような理念が，多く
の人々に受け入れられるのだろう
か。筆者は同質性の弱みに，多く
の人々が気づきはじめたからだと
考えている。従来，日本企業は同
質性の強みを活かして，競争を勝
ち抜いてきたとされる。長年にわ
たって同じ の飯を食べてきた
人々が，以心伝心で協力し合うか
ら求心力が生まれる。そのため，
日本企業にとって，垂直統合型の
イノベーションはお家芸であっ
た。しかし，時代環境は激変しつ
つある。技術変化のスピードは加
速し，将来は不透明である。こう
した時代環境を一社だけの知識で
勝ち抜くことは難しく，水平分業
を通して，多様な関係者と連携し
ていかなければならない。
　この異質性の取り込み，多様な
人々との連携は，人口減少と人材
流動化が進む時代の企業において
は優先順位の高い事項になってい
くだろう。人口減少を見据えると，
企業は社員の生産性を高めていか
なくてはならない。異質性の取り
込み，多様な人々との連携こそ，
生産性向上のために社員に求めら
れる重要な能力となる。また，人

材流動化の状況にあっては，社員
の能力向上に熱心であることと，
イノベーションを促進できる文化
を持つことが人材確保に向けた企
業ブランドとして重要になる。と
なれば，やはり，異質性の取り込
み，多様な人々との連携が企業ブ
ランド構築の となる。
　筆者は，異質性の取り込み，多
様な人々との連携に向けた能力開
発に有効な場こそ，交流型のサー
ドプレイスであると考えている。
今後企業は，社員に積極的に交流
型のサードプレイスに参加するこ
とを促す，あるいは企業自身が交
流型のサードプレイスを創設す
る，などの取り組みを行っていく
べきだろう。
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